
地域の子どもたちへの温かいご支援に、

感謝いたします。いま、子どもたちは教

育を受け、守られ、自分は大切な存在

であると感じながら成長することができ

ています。そして、自分の夢をかなえる

ために歩んでいます。

レイ・シネット
ボレイ・チュルサール
地域開発プログラムマネージャー

ご支援によって、チャイルドや地域の人々に

100%
地域の子どもや若者の100%が、ライ

フ・スキル（生活上の問題解決や意思決

定方法など、生きる上での必要な能力）

研修を修了しました。この研修を通じ

て、子どもたちは必要な知識や能力を得

て、より自信を持って生活していくこと

ができます。

1,129
地域住民と子どもたち1,129人が、災害

のリスクを軽減し、災害が発生した際の

対処方法を学ぶ防災研修を受けまし

た。災害が起きたときに、家族の安全を

守ることにつながります。

2025年 プログラム近況報告

カンボジア

ボレイ・チュルサール地域開発プログラム
温かいご支援をありがとうございます



チャイルド・スポンサーシップは、途上国の子どもの健やかな成長のた
めに、子どもを取り巻く環境を改善する長期的な支援を行います。地域
の状況に応じて水衛生、保健、栄養、教育、生計の改善に取り組んでい
ます。

「ぼくは、手洗いをきちんとしていな

かったので、よく病気になっていまし

た。でもワールド・ビジョンの研修で

正しい手の洗い方を教わったので、学

校や家で手洗いを実践しています。今

では健康になりました」

セムくん、11歳（中央）

大きな変化がもたらされています

120
120人の教師が識字プログラムの研修に

参加し、子どもたちに読み書きを分か

りやすく教える方法を学びました。

3,266
3,266人の保護者が、保護者向けの支援

グループに継続して参加しました。支

援グループでは、安心でき、愛情と思

いやりがある家庭について学び、地域

の家庭環境の改善につながって

います。

005193



「自分を信じることができます」

「授業中、字が読めなくて恥ずかしくて、落ち込んでしまうことがありまし

た」と話すのは、9歳のスレイカちゃん（中央）です。彼女の両親は出稼ぎ

に出ているため、普段は祖母と一緒に暮らしています。学校の勉強について

いけないスレイカちゃんは、周りから一人取り残されたような気持ちを

抱え、学校を辞めたいと思っていました。

その後ワールド・ビジョンの補修クラスに通い始めたスレイカちゃんは、先

生や地域の人たちの励ましによって、少しずつ希望を持ち、勉強への意欲を

取り戻していったのです。

「私がクラスで9番目に入れるなんて、夢みたいです。自分が良い成績を取

れるなんて無理だと思っていたからです」と笑顔を見せるスレイカちゃ

ん。「でも今は自分を信じることができます。将来は私のような子どもたち

を助ける良い先生になることを夢見ています」



お問い合わせ

特定非営利活動法人　ワールド・ビジョン・ジャパン

TEL：03-5334-5351

Eメール：dservice@worldvision.or.jp

​

ホームページ：www.worldvision.jp

ご支援により、子どもたちを
取り巻く環境が改善されています




